


 



川 監 委 発 第 ７ ７ 号

令和４年８月１７日

川越市長 川 合 善 明 様

川越市監査委員 中 沢 雅 生

同 石 川 隆 二

同 矢 部 節

同 三 上 喜久蔵

令和３年度川越市一般会計及び特別会計決算

並びに基金運用状況の審査意見について

地方自治法第２３３条第２項及び第２４１条第５項の

規定により審査に付された、令和３年度川越市一般会

計・特別会計決算及び当該附属書類並びに基金の運用状

況を示す書類について審査したので、次のとおり意見を

付します。
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並びに基金運用状況審査意見

第第１１ 基基準準にに準準拠拠ししてていいるる旨旨

本審査は、川越市監査基準に準拠し執行した。
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附附属属書書類類
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（３） 法令及び予算の目的に従い適正に執行されているか。
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む す び

以上のとおり、令和３年度一般会計及び特別会計決算の状況並びに附

属書類等を審査した内容についてそれぞれ述べたところである。

当年度の一般会計及び特別会計の決算額合計は、歳入では 億

万円（前年対比 ％）、歳出では 億 万円（前年対比

％）となっている。なお、歳入及び歳出の決算額合計が前年度より

それぞれ減少している主な要因は、令和２年度に実施した特別定額給付

金給付事業が同年度において終了したことによるものである。

また、国民健康保険事業特別会計ほか６特別会計の決算額合計は、歳

入は 億 万円（前年対比 ％）、歳出は 億 万円

（前年対比 ％）となっている。

決算収支について見ると、一般会計・特別会計の決算額に基づく形式

収支は 億 万円で、実質収支は 億 万円となっている。ま

た、当年度の実質収支から前年度の実質収支を引いた単年度収支は 億

万円の黒字となっている。

次に、歳入について見ると、調定額に対する収入率は、一般会計では

％、一般会計・特別会計の合計は ％と前年度に比べ、一般会

計、一般会計・特別会計の合計で、それぞれ ポイント上回っている。

また、一般会計・特別会計を合わせた不納欠損額は 億 万円で

前年度に比べ ％減少し、収入未済額は 億 万円と ％減

少している。

なお、市税については、収入済額は 億 万円で、前年度に比

べ ％減少している。収入率は ％で、 ポイント上回っており、

一般会計の歳入に占める市税の割合は ％で、 ポイント上回って

いる。不納欠損額は 億 万円で、前年度に比べ ％減少し、収

入未済額は 億 万円で、 ％減少している。

歳入の根幹をなす市税については、新型コロナウイルス感染症の影響

があったにもかかわらず、さまざまな収納努力により、収入率は前年度

に比べて増加した。引き続き、財源の確保及び負担の公平性の観点から、

収入率の向上に努められたい。

また、市債については、一般会計・特別会計を合わせた発行額は 億

万 円 で 、 前 年 度 に 比 べ ％ 増 加 し た 。 歳 入 に 占 め る 割 合 は

％で、令和３年度末の市債残高は 億 万円となり、前年度に

比べ ％減少している。また、公債費比率は ％となり、前年度

と比べ ポイント増加している。

市債については、大規模建設事業の計画的な推進により、発行額の抑

制を図ってきており、市債残高は減少している。引き続き、事業の必要

性、実施時期の精査等を行い、事業費の平準化を図り、将来世代に過度

な負担を残さないよう計画的な活用を図られたい。

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 に つ い て 、 国 民 健 康 保 険 税 の 収 入 率 は

％と前年度を ポイント上回っている。また、前年度に比べ、収

入未済額は ％減少し、不納欠損額は ％増加している。

国民健康保険事業については、平成３０年度から財政運営の責任主体

が都道府県に移行したが、国民健康保険税の賦課・徴収事務は引き続き、

市町村が担うこととされている。本市においては、平成３０年３月に、

令和５年度までを期間とする「川越市国民健康保険赤字解消・削減計

画」を策定し、各施策の実施により、国民健康保険税の収納率の向上や

税収の確保が図られるなど、一定の成果が表れている。

今後も、国民健康保険事業は厳しい財政運営が見込まれるが、同計画

に掲げられた収納率向上対策等の各施策を引き続き実行し、持続可能で

安定的な財政運営に努められるよう要望する。

また、国民健康保険事業特別会計ほか５特別会計は、一般会計から総

額 億 万円を繰り入れているが、歳入の不足額に係る一般会計か
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む す び

以上のとおり、令和３年度一般会計及び特別会計決算の状況並びに附

属書類等を審査した内容についてそれぞれ述べたところである。

当年度の一般会計及び特別会計の決算額合計は、歳入では 億

万円（前年対比 ％）、歳出では 億 万円（前年対比

％）となっている。なお、歳入及び歳出の決算額合計が前年度より

それぞれ減少している主な要因は、令和２年度に実施した特別定額給付

金給付事業が同年度において終了したことによるものである。

また、国民健康保険事業特別会計ほか６特別会計の決算額合計は、歳

入は 億 万円（前年対比 ％）、歳出は 億 万円

（前年対比 ％）となっている。

決算収支について見ると、一般会計・特別会計の決算額に基づく形式

収支は 億 万円で、実質収支は 億 万円となっている。ま

た、当年度の実質収支から前年度の実質収支を引いた単年度収支は 億

万円の黒字となっている。

次に、歳入について見ると、調定額に対する収入率は、一般会計では

％、一般会計・特別会計の合計は ％と前年度に比べ、一般会

計、一般会計・特別会計の合計で、それぞれ ポイント上回っている。

また、一般会計・特別会計を合わせた不納欠損額は 億 万円で

前年度に比べ ％減少し、収入未済額は 億 万円と ％減

少している。

なお、市税については、収入済額は 億 万円で、前年度に比

べ ％減少している。収入率は ％で、 ポイント上回っており、

一般会計の歳入に占める市税の割合は ％で、 ポイント上回って

いる。不納欠損額は 億 万円で、前年度に比べ ％減少し、収

入未済額は 億 万円で、 ％減少している。

歳入の根幹をなす市税については、新型コロナウイルス感染症の影響

があったにもかかわらず、さまざまな収納努力により、収入率は前年度

に比べて増加した。引き続き、財源の確保及び負担の公平性の観点から、

収入率の向上に努められたい。

また、市債については、一般会計・特別会計を合わせた発行額は 億

万 円 で 、 前 年 度 に 比 べ ％ 増 加 し た 。 歳 入 に 占 め る 割 合 は

％で、令和３年度末の市債残高は 億 万円となり、前年度に

比べ ％減少している。また、公債費比率は ％となり、前年度

と比べ ポイント増加している。

市債については、大規模建設事業の計画的な推進により、発行額の抑

制を図ってきており、市債残高は減少している。引き続き、事業の必要

性、実施時期の精査等を行い、事業費の平準化を図り、将来世代に過度

な負担を残さないよう計画的な活用を図られたい。

国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 に つ い て 、 国 民 健 康 保 険 税 の 収 入 率 は

％と前年度を ポイント上回っている。また、前年度に比べ、収

入未済額は ％減少し、不納欠損額は ％増加している。

国民健康保険事業については、平成３０年度から財政運営の責任主体

が都道府県に移行したが、国民健康保険税の賦課・徴収事務は引き続き、

市町村が担うこととされている。本市においては、平成３０年３月に、

令和５年度までを期間とする「川越市国民健康保険赤字解消・削減計

画」を策定し、各施策の実施により、国民健康保険税の収納率の向上や

税収の確保が図られるなど、一定の成果が表れている。

今後も、国民健康保険事業は厳しい財政運営が見込まれるが、同計画

に掲げられた収納率向上対策等の各施策を引き続き実行し、持続可能で

安定的な財政運営に努められるよう要望する。

また、国民健康保険事業特別会計ほか５特別会計は、一般会計から総

額 億 万円を繰り入れているが、歳入の不足額に係る一般会計か
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らの 入れについては、 の に しつつ、その 減に め、

の健 を っていくよ 要 する。

次 に 、 歳 出 に つ い て 見 る と 、 算 の 状 況 は 、 一 般 会 計 で は

％と、前年度に比べ ポイント 回り、一般会計・特別会計の合

計では ％と ポイント上回っている。

不 額は、一般会計では 億 万円と、前年度に比べ ％減少

し、一般会計・特別会計の合計では 億 万円と ％減少している。

算 については、一般会計・特別会計の合計で 、 億 万

円と前年度に比べ、 では ％、金額では ％、それぞれ

している。 については、 要不 欠な 度にと めるべ もの

であること 、 算が 決を て したとい を に ま 、

に する 等にのっとった な に められるよ 要 する。

一般会計の 質別 について見ると、 は前年度より 億

万円減少しており、歳出に占める割合は ％となっている。

については、前年度に比べ 億 万円 しており、

歳出に占める割合は ％となっている。

等に れる 金の支出については、 要 、 、

、 等の から に ・見 しを い、 な が ら

れるよ 要 する。

については、 億 万円で、前年度に比べ 億 万円、

％の となり、歳出に占める割合は ％となっている。なお、

が前年度に比べ く した主な要因は、特定 等 特別

給付金給付事業な 、 イ の を ま た国

事業を実施したことによるものである。 は、少 の

等により、 も していくことが 定 れるが、その内容につい

ては に 査していくよ 要 する。

の見 しとして、歳出については、 が にあること

に 、 施 の ・ 対 の な 、 も

は くなっていくものと 定 れる一 、歳入については、

年 が いから減少に ることが れており、 も市税

収入の な は見 めない状況である。

また、未 イ の収 の見 しが たないなか、

な の要因から をは めとする の の

な も ており、 の 市の に る も れると

ころである。

このよ な しい 状況においては、 に収支の ン を し、

の 保 の 減を りながら、より一 、 率 、 な

を っていくことが められる。

市では、令和３年 に 市 計 （計

令和３年度 同 年度）を 定し、 な に計 に

り でいる。

同計 においては、令和 年度の として、 収支比率を ％

以 、 調 基金の年度 を 億円以上としている。当年度

の 市の 収支比率は、 ％で、前年度に比べ ポイント し

た。また、 調 基金 については 億 万円と前年度に比べ

て 億 万円 している。

引 、 市 計 に基づ 、市 事業等を

とした事 事業の見 し、収入率の 上、 る と納税の 等、

に た を し、 調 基金に しない歳入

に見合った歳出 を するな 、 な の実 に

められるよ 要 する。

また、 の を め、 を り く ま まな

に対し に対 な を するため、内 度の 入に

ついて、 を めるよ 要 する。
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当年度は、 ２ ２ ン ・ ン 会の

が 市において れた。 イ の

により、 年 の を て、また による と の事 とな

ったが、 対 等に しながら 会 に し、 の会

市としての 割を たすことがで たものと で る。

また、 市は、 年 ２ に、市 施 年を る。 が

した を に、 市の を かした づくりを し、

の 市として、また、 市としての が も れ

る。

を り く は も し を していくものと 定

れるが、令和３年度を とする 次 市 合計 （ 基 計

）に られた施 を 実に し、 市の 市 である が

つながり、 があ れ、 れもが たいま の実 に

て、一 の を するものである。

−  52  −



当年度は、 ２ ２ ン ・ ン 会の

が 市において れた。 イ の

により、 年 の を て、また による と の事 とな

ったが、 対 等に しながら 会 に し、 の会

市としての 割を たすことがで たものと で る。

また、 市は、 年 ２ に、市 施 年を る。 が

した を に、 市の を かした づくりを し、

の 市として、また、 市としての が も れ

る。

を り く は も し を していくものと 定

れるが、令和３年度を とする 次 市 合計 （ 基 計

）に られた施 を 実に し、 市の 市 である が

つながり、 があ れ、 れもが たいま の実 に

て、一 の を するものである。
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市 税

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

配 当 割 交 付 金

株 式 等 譲 渡
所 得 割 交 付 金

法 人 事 業 税
交 付 金

地 方 消 費 税
交 付 金

ゴルフ場利用税
交 付 金

環 境 性 能 割
交 付 金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交 通 安 全 対 策
特 別 交 付 金

分 担 金 及 び
負 担 金

使 用 料 及 び
手 数 料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

繰 越 金

諸 収 入

市 債

自 動 車 取 得 税
交 付 金

― ― ―

予　　算　　現　　額 　　　　　　　調　　　定　　　額

令和２年度 前年対比 令和３年度 令和２年度令和３年度

２ 令和３年度会計別歳入前年度比較表 （１）

（注）　区分欄の数字は、決算書の款の区分に沿ったものである。

区　　　　　　分

一

般

会

計

計
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― ― ―

（ ）

収　　　　　　　入　　　　　　　 　　　　　　　額

予算対比調定対比 令和２年度 比 前年度 の比較 前年対比前年対比 令和３年度 比
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市 税

地 方 譲 与 税 ―

利 子 割 交 付 金 ―

配 当 割 交 付 金 ―

株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金 ―

法 人 事 業 税 交 付 金 ―

地 方 消 費 税 交 付 金 ―

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金 ―

環 境 性 能 割 交 付 金 ―

地 方 特 例 交 付 金 ―

地 方 交 付 税 ―

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金 ―

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

国 庫 支 出 金 ―

県 支 出 金 ―

財 産 収 入

寄 附 金 ―

繰 入 金 ―

繰 越 金 ―

諸 収 入

市 債 ―

自 動 車 取 得 税 交 付 金 ― ―

２ 令和３年度会計別歳入前年度比較表 （２）

　 　 　 　額

計

区 分

一

般

会

計

令和３年度 令和２年度 前年対比

（注）　区分欄の数字は、決算書の款の区分に沿ったものである。
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―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

― ― ―

（ ）

収　入　 　 　額 予算現額 収入 額 の比較

前年対比 令和３年度 令和２年度令和３年度 令和２年度
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２ 令和３年度会計別歳入前年度比較表 （３）

予　　算　　現　　額 　　　　　調　　　定　　　額

国 事業

令和３年度 令和２年度 前年対比 令和３年度 令和２年度

区　　　　　　分

特

別

会

計

業 事業

計

一般会計 特別会計 計

事業

事 業

事 業

子 子
金 付 事 業

越
地 車 場 事 業
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（ ）

収　　　　　　　入　　　　　　　 　　　　　　　額

前年対比前年対比 令和３年度 比 予算対比調定対比 令和２年度 比 前年度 の比較
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―

―

―

２ 令和３年度会計別歳入前年度比較表 （ ）

　 　 　 　額

国 事 業

事 業

令和３年度 令和２年度 前年対比

区 分

特

別

会

計

計

一 般 会 計 特 別 会 計 計

事 業

事 業

子 子
金 付 事 業

越
地 車 場 事 業

業 事 業
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―

―

令和３年度 令和２年度

（ ）

収　入　 　 　額 予算現額 収入 額 の比較

前年対比 令和３年度 令和２年度
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1 議 会 費 673,951,000 0 5 640,581,000 33,370,000 105 2

2 総 務 費 12,097,599,000 8 8 48,457,237,000 △ 36,359,638,000 25 0

3 民 生 費 64,446,232,300 46 9 54,860,373,368 9,585,858,932 117 5

4 衛 生 費 19,739,470,036 14 4 16,138,080,000 3,601,390,036 122 3

5 労 働 費 168,996,000 0 1 165,143,000 3,853,000 102 3

6 農 林 水 産 業 費 1,250,754,000 0 9 622,205,713 628,548,287 201 0

7 商 工 費 1,819,925,721 1 3 2,151,953,000 △ 332,027,279 84 6

8 土 木 費 7,017,749,363 5 1 8,499,851,452 △ 1,482,102,089 82 6

9 消 防 費 4,395,289,000 3 2 4,916,772,000 △ 521,483,000 89 4

10 教 育 費 14,475,848,200 10 5 16,004,890,000 △ 1,529,041,800 90 4

11 災 害 復 旧 費 2,000,000 0 0 38,184,000 △ 36,184,000 5 2

12 公 債 費 11,306,536,000 8 2 10,803,627,000 502,909,000 104 7

13 諸 支 出 金 35,290,000 0 0 60,600,000 △ 25,310,000 58 2

14 予 備 費 50,082,000 0 0 44,759,000 5,323,000 111 9

137,479,722,620 100 0 163,404,256,533 △ 25,924,533,913 84 1計

 66 

区　　　　　　　  分

前年度との比較 前年対比

一

般

会

計

令和３年度 令和２年度

金　　　額 構成比 金　　　額

３ 令和３年度会計別歳出前年度比較表 （１）

予　　　　算　　　　現　　　　額
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630,185,967 0 5 93 5 610,198,932 95 3 19,987,035 103 3

10,834,751,460 8 6 89 6 46,908,803,435 96 8 △ 36,074,051,975 23 1

60,724,557,544 48 2 94 2 50,976,656,627 92 9 9,747,900,917 119 1

16,618,483,213 13 2 84 2 12,873,147,129 79 8 3,745,336,084 129 1

153,661,734 0 1 90 9 156,587,583 94 8 △ 2,925,849 98 1

1,167,732,112 0 9 93 4 586,728,791 94 3 581,003,321 199 0

1,532,250,495 1 2 84 2 1,960,903,573 91 1 △ 428,653,078 78 1

6,209,156,258 4 9 88 5 6,870,508,632 80 8 △ 661,352,374 90 4

4,346,724,429 3 5 98 9 4,875,934,659 99 2 △ 529,210,230 89 1

12,576,462,500 10 0 86 9 13,932,221,344 87 0 △ 1,355,758,844 90 3

0 26,075,500 68 3 △ 26,075,500

11,085,078,268 8 8 98 0 10,611,933,699 98 2 473,144,569 104 5

34,392,940 0 0 97 5 24,544,829 40 5 9,848,111 140 1

0 0 0

125,913,436,920 100 0 91 6 150,414,244,733 92 1 △ 24,500,807,813 83 7
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前年度との比較 前年対比

令和３年度 令和２年度

金　　　額 構成比 予算対比 金　　　額 予算対比

（ ）

支　　　　　　　出　　　　　　　 　　　　　　　額

−  67  −



３ 令和３年度会計別歳出前年度比較表 （２）

1 議 会 費 0 0 0 0

2 総 務 費 528,660,000 19,747,000 0 548,407,000

3 民 生 費 0 1,544,484,939 0 1,544,484,939

4 衛 生 費 0 1,821,694,299 0 1,821,694,299

5 労 働 費 0 0 0 0

6 農 林 水 産 業 費 0 0 0 0

7 商 工 費 0 0 0 0

8 土 木 費 85,090,120 325,563,000 0 410,653,120

9 消 防 費 0 0 0 0

10 教 育 費 0 1,173,053,000 0 1,173,053,000

11 災 害 復 旧 費 0 0 0 0

12 公 債 費 0 0 0 0

13 諸 支 出 金 0 0 0 0

14 予 備 費 0 0 0 0

613,750,120 4,884,542,238 0 5,498,292,358計
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区　　　　　　　  分

一

般

会

計

　 　費 費 計

　　                                 　　　年　　　度　　　 　　　 　　　額　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年度　　　

−  68  −



0 43,765,033 0 7 6 5 30,382,068

10 0 4 5 167,450,000 714,440,540 11 8 5 9 1,380,983,565

28 1 2 4 2,048,920,300 2,177,189,817 35 9 3 4 1,834,796,441

33 1 9 2 2,575,521,036 1,299,292,524 21 4 6 6 689,411,835

0 15,334,266 0 3 9 1 8,555,417

0 83,021,888 1 4 6 6 35,476,922

90,038,721 287,675,226 4 7 15 8 101,010,706

7 5 5 9 1,149,364,363 397,939,985 6 6 5 7 479,978,457

0 48,564,571 0 8 1 1 40,837,341

21 3 8 1 790,196,200 726,332,700 12 0 5 0 1,282,472,456

0 2,000,000 0 0 100 0 12,108,500

0 221,457,732 3 6 2 0 191,693,301

0 897,060 0 0 2 5 36,055,171

0 50,082,000 0 8 100 0 44,759,000

100 0 4 0 6,821,490,620 6,067,993,342 100 0 4 4 6,168,521,180

金　　額
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予算対比 金　　額 金　　額 構成比 予算対比構成比

（ ）

　　　　　　 　　　　　　額

令和２年度 令和３年度 令和２年度

−  69  −



34,112,073,000 53 0 33,257,055,000 855,018,000 102 6

4,511,498,000 7 0 4,443,801,000 67,697,000 101 5

78,900,000 0 1 85,100,000 △ 6,200,000 92 7

25,271,725,000 39 2 24,572,240,000 699,485,000 102 8

75,600,000 0 1 91,100,000 △ 15,500,000 83 0

112,800,000 0 2 116,300,000 △ 3,500,000 97 0

239,751,000 0 4 148,200,000 91,551,000 161 8

64,402,347,000 100 0 62,713,796,000 1,688,551,000 102 7

201,882,069,620 226,118,052,533 △ 24,235,982,913 89 3

区　　　　　　　　分

前年度との比較 前年対比

別

会

計

公
業

農 業 水 業

計

一 般 会 計 別 会 計 計
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民 業

業

業

業

予　　　　算　　　　現　　　　額

令和３年度 令和２年度

３ 令和３年度会計別歳出前年度比較表 （３）

金　　　額 構成比 金　　　額

金 業

−  70  −



33,107,592,909 53 0 97 1 31,751,885,691 95 5 1,355,707,218 104 3

4,486,914,137 7 2 99 5 4,433,371,374 99 8 53,542,763 101 2

73,211,156 0 1 92 8 75,214,270 88 4 △ 2,003,114 97 3

24,527,160,550 39 2 97 1 23,635,514,338 96 2 891,646,212 103 8

45,779,172 0 1 60 6 51,036,841 56 0 △ 5,257,669 89 7

101,634,999 0 2 90 1 107,013,990 92 0 △ 5,378,991 95 0

177,379,009 0 3 74 0 134,724,110 90 9 42,654,899 131 7

62,519,671,932 100 0 97 1 60,188,760,614 96 0 2,330,911,318 103 9

188,433,108,852 93 3 210,603,005,347 93 1 △ 22,169,896,495 89 5
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前年度との比較 前年対比

予算対比 金　　　額 予算対比

（ ）

支　　　　　　　出　　　　　　　 　　　　　　　額

令和３年度 令和２年度

金　　　額 構成比

−  71  −



３ 令和３年度会計別歳出前年度比較表 （ ）

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 47,417,516 0 47,417,516

0 47,417,516 0 47,417,516

613,750,120 4,931,959,754 0 5,545,709,874
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区　　　　　　　　分

別

会

計

金 業

公
業

農 業 水 業

計

一 般 会 計 別 会 計 計

民 業

業

業

業

　　                                 　　　年　　　度　　　 　　　 　　　額　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和３年度　　　

　 　費 費 計

−  72  −



0 1,004,480,091 54 7 2 9 1,505,169,309

0 24,583,863 1 3 0 5 10,429,626

0 5,688,844 0 3 7 2 9,885,730

0 744,564,450 40 6 2 9 936,725,662

0 29,820,828 1 6 39 4 40,063,159

0 11,165,001 0 6 9 9 9,286,010

100 0 19 8 0 14,954,475 0 8 6 2 13,475,890

100 0 0 1 0 1,835,257,552 100 0 2 8 2,525,035,386

2 7 6,821,490,620 7,903,250,894 3 9 8,693,556,566
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金　　額予算対比 金　　額 金　　額 構成比 予算対比

（ ）

　　　　　　 　　　　　　額

令和２年度 令和３年度 令和２年度

構成比

−  73  −



, 74,71 , 4 7 7, 81,4 ,13 37 3

8 7,33 ,04 0 741,700, 37 0

1,8 4, 0 , 40 1 4 1,800,3 8, 3 1

03, 8 ,8 0 173, 78,7 0 1

307, 81, 71 0 70, 8 ,131 0 0

,370,303 0 , 3 ,081 0

4, 74,7 3, 1 3 3,417, 43,8 3

, 08,71 ,114 , 1, 18,83 1 7

7, 0 , 3 , 1 0 ,7 0,730,387 43

7 8,31 ,00 0 74 , 11,00 0

33, 1 ,000 0 0 40,4 0,000 0 0

330,8 8,000 0 14, ,000 0 1

3 3,18 ,000 0 3 7, 0 ,000 0

,7 ,000 0 37 ,147,000 0

7, , 14,000 0 7, 1, 1 ,000 4 7

1,7 , 31 0 0 44, 0 ,3 4 0 0

,30 , 8 0 1 103, 34, 4 0 1

11,4 ,000 0 7 4 0,4 ,000 0 3

4,13 , ,000 3 1 1, 0,18 ,000 1 1

4 ,078,000 0 0 47,3 ,000 0 0

33,87 ,37 , 4 0, 34,01 ,1 3 3 4

7,83 , ,07 7,883,7 ,8 4 1

8,83 ,811,000 7,8 ,4 3,000 1

40,747 0 0 ― ―

, 30,703, 13 4 4 87, 8, 37,8 7 8

133, 37,340,8 100 0 1 4, 88, 8, 84 100 0

（注）使用料及び手数料において、令和元年度決算額の中に、元職員が着服等を行った現金 47,380円が含まれている。
　　　すう勢比は令和元年度を100とした場合の数値である。
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区　　　　　　　　　　　　分

自

主

財

源

依

存

財

源

県 支 出 金

市 債

自 動 車 取 得 税 交 付 金

計

合　　　　　　　　　　　　計

環 境 性 能 割 交 付 金

地 方 特 例 交 付 金

地 方 交 付 税

交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金

国 庫 支 出 金

配 当 割 交 付 金

株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金

法 人 事 業 税 交 付 金

地 方 消 費 税 交 付 金

ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金

繰 越 金

諸 収 入

計

地 方 譲 与 税

利 子 割 交 付 金

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

財 産 収 入

寄 附 金

繰 入 金

市 税

令和３年度 構成比 令和２年度 構成比

４ 令和３年度一般会計歳入財源別決算額調

決　　　　　　　　　　　　　　　算
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額

7,888, ,303 1 4 8 100 100

77, 4,88 0 8 7 100

,14 , ,3 1 87 84 100

3,4 , 0 0 33 8 100

47, 4, 0 0 4 14 100

1, 40, ,43 1 1 1 0 100

3,0 7, 3,0 7 7 13 111 100

,8 8,301, 81 103 3 100

8,817, 7 , 1 8 7 100

738,031,074 0 7 103 101 100

38,1 ,000 0 0 88 10 100

4 , 4,000 0 133 8 100

1 0, 4,000 0 1 1 170 100

― ― ― ― ―

,007,7 ,000 3 13 1 1 100

0,8 , 0 0 10 88 100

4 , 3 ,87 0 0 1 07 100

8 , 07,000 0 8 10 1 100

1,807,110,000 1 100

4 ,01 ,000 0 0 107 113 100

1 ,38 ,8 4,48 17 17 314 100

7,110,377,8 3 3 110 111 100

7,01 , 00,000 1 11 100

1 4, 1, 3 0 1 0 ― 100

43,70 ,480,4 3 38 8 1 1 01 100

11 , ,7 , 100 0 11 137 100

 7  

構成比 令和３年度 令和２年度 令和元年度令和元年度

（ 円）

す　　う　　勢　　比

−  75  −



−  76  −



−  77  −



母 子 父 子 寡 婦 福 祉 資 金 貸 付 債

川越駅東口公共地下駐車場事業債

農 業 集 落 排 水 事 業 債

６ 令和３年度市債の現在高及び当該年度の償還状況（会計別）

①　　一　　般　　会　　計

②　　特　　別　　会　　計

①＋②　合　　　　　　計

７ 年度別市債の状況（一般会計・特別会計合計）

平 　成　 ２　９ 　年　 度

令　 和　　３　　年　 度

  

区             　分 令和２年度末現在高 令和３年度発行額

特
別
会
計
内
訳

区               　　分 前年度末現在高 発　　　行　　　額

令　 和　　２　　年　 度

令 　和　 元 　年　 度

平 　成　 ３　０ 　年　 度
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①

②

①＋②

（ ）

令和３年度元 償還金

元　　　金 　　　子 計

（ ）

　元　　 　　償　　還　　金

元　　　金 　　　子 計

 

令和３年度末現在高 　　　

年度末現在高

−  79  −




